
   入 札 公 告 

  那賀浄化センター等運転監視及び維持管理業務の入札について、条件付き一般競争入札を行う

ので次のとおり公告する。なお、この入札による落札決定の効力は、入札の対象となる和歌山県

における紀の川中流流域下水道の維持管理に係る予算が和歌山県議会において議決され、公益財

団法人和歌山県下水道公社（以下「公社」という。）がその予算の執行が可能となることにより

生じるものとする。 

  令和５年１月１３日 

 

                      公益財団法人和歌山県下水道公社 理事長 西山 進 

 

１  入札に付する業務の概要 

 （１）業務年度・業務番号 令和５年度 那賀第１号 

 （２）業務名   那賀浄化センター等運転監視及び維持管理業務 

  （３）業務場所 岩出市中島地内外 

  （４）業務概要 那賀浄化センター運転管理、ポンプ場（２カ所）管理、幹線管渠管理等 

 （５）履行期間 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 （６）最低制限価格 無 

 （７）業務形態  単体または共同体 

 （８）支払条件 前払金 無 

         部分払 有 

 （９）契約の保証 不要 

 

２  入札に参加する者に必要な資格に関する事項 

次に掲げるすべての要件を満たしていること。なお、共同で受託する場合は、それぞれの

者が下記の基準のうち（１）から（６）、(７）のア、(９）、(１１）から(１３）を満足

し、かつ、いずれかの者が（７)のイからク、(８）及び（１０）を満足する者とする。 

（１） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者で

あること。 

（２）  公社の契約に係る入札参加資格停止等措置要領（平成２８年４月１日施行）並

びに和歌山県役務の提供等の契約に係る入札参加資格停止要領（平成２０年制定）に規定

する入札参加の停止の措置を受けている者でないこと。 

（３）和歌山県が行う調達契約等からの暴力団排除に関する事務取扱要領（平成２０年制定）に

規定する排除措置を受けている者でないこと。 

（４）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき、更生手続開始の申立てがなされてい

る者又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき、再生手続開始の申立てがな

されている者でないこと。 

（５）下水道処理施設維持管理業者登録規程（昭和６２年建設省告示第 1348 号。以下「登録規

程」という。）第２条に規定する「下水道処理施設維持管理業者登録簿」に登録している

維持管理業者であること。 

（６）申請者及び申請者の役員及び申請者が法人の場合は、総株主の議決権の５％以上を有す

る株主又は出資の総額の５％以上に相当する出資をしている者において、暴力団等と関わ

りが認められないこと。また、このことに対する誓約書を提出する者であること。 

（７）本業務遂行上、下記に示す資格等の要件を満たす技術員を有すること。 

ア 下水道法（昭和３３年法律第７９号）第２２条第２項に基づく同法施行令第１５条の３

に適合する者 

イ 電気主任技術者（第三種以上） 

ウ 第一種電気工事士    

エ 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習修了者(二種酸欠) 

オ 甲種又は乙種第四類危険物取扱者 

カ 床上操作式クレーン運転技能講習修了者 



キ 玉掛け技能講習修了者 

ク その他労働安全衛生法関係で必要な資格者 

（８）和歌山県内の地方公共団体の公共下水道又は流域下水道の処理施設の運転管理業務を地方

公共団体（地方公共団体が出資した公社を含む）から元請けとして単体又は共同体で受託し

た実績があること。 

（９）会社の規模が、資本金１，０００万円以上で当該業務遂行に必要な技術員数を有する者。

なお、技術員数については資格審査直近に国土交通大臣に報告されている「下水道処理施設

維持管理業現況報告書」に基づくものとする。 

（10）当該業務遂行に必要な次の技術員を専任で配置することが可能な者であること。 

ただし、伊都処理場と那賀処理場における２つの業務について、業務総括責任者、副総 

括責任者のいずれかまたは両方に重複して同一人物を配置予定としている場合、最初の入

札で落札者となった者は当該技術員を専任で配置することとなっているため、後に行われ

る入札に参加することができない。 

なお、業務総括責任者又は副総括責任者は、次のアと兼任することができる。 

ア 前（７）に定める技術員 

イ 業務総括責任者は、「登録規程」第３条第１号に基づく下水道処理施設管理技士資格者

で下水道終末処理場において運転管理の指導的立場の経験を３年以上有し、「凝集剤併

用型ステップ流入式多段硝化脱窒法＋砂ろ過」処理方式の知識を有する者 

ウ 副総括責任者は、下水道終末処理場において運転管理の経験を５年以上有し、「凝集剤

併用型ステップ流入式多段硝化脱窒法＋砂ろ過」処理方式の知識を有する者 

エ その他必要な技術員 

（11）令和５・６・７年度の公社の那賀処理区に係る業務種目「運転監視及び維持管理」の入札

参加資格の登録を受けている者であること。 

（12）和歌山県内に本店を有する者であること。 

（13）共同体で受託を希望する者の場合は次に掲げるすべての要件を満たしている者とする。 

ア 共同体の構成員は、２者であること。 

イ 一構成員当たりの出資比率は、３０％以上であること。 

ウ 共同体の経営形態は、共同であること。 

エ 共同体の代表者となる者は、前（１０）のイの要件を満たした者を業務総括責任者と

して専任で配置することができること。 

オ  共同体の構成員は、単体としての参加と共同体の構成員としての参加を兼ねることがで

きない。また、２以上の共同体の構成員として参加することはできない。 

 

３ 入札参加手続等 

（１）本件入札においては、事前に入札参加資格の審査を行うため、事前の入札参加資格審査申

請手続を要する。 

（２）入札参加資格審査申請書は、入札参加希望者に無料で次により交付する。 

ア 交付期間 令和５年１月１３日（金）から令和５年２月３日（金）までの和歌山県の休

日を定める条例（平成元年条例第 39 号）第１条に規定する県の休日（以下

「休日」という。）を除く日の午前１０時から午後４時まで。 

イ 交付場所 和歌山県岩出市中島１１７０番地 

                    那賀浄化センター 

                  電話番号   0736-63-4600 

          ＦＡＸ番号 0736-63-4700 

ウ その他   公益財団法人和歌山県下水道公社ホームページ 

     （http://www.wakayama-spc.or.jp/）（以下「公社ＨＰ」という。）から

     も入手できる。 

（３）入札参加資格審査申請書の提出 

ア  提出締め切り日 令和５年２月３日（金） 

イ 提出場所 （２）のイに同じ。 



ウ 提出方法 持参すること。ただし休日を除く日の午前１０時から午後４時まで。 

（４）入札参加資格審査結果の通知 

・入札日の「県の休日を除いて」前日まで。 

・審査の終了したものから随時通知する。 

（５）不適格通知に対する理由説明書請求期間 

通知を受けた日の翌日から「県の休日を除いて」１０日以内 

（６）回答期限    

請求を受けた日の翌日から「県の休日を除いて」３日以内 

（７）設計図書等の閲覧期間及び閲覧場所 

ア 閲覧期間  令和５年１月１３日（金）から令和５年２月１０日（金）までの休日を除

く日の午前１０時から午後４時まで。 

イ 閲覧場所 （２）のイに同じ。 

（８）設計図書等に対する質問及び回答 

ア 受付期間  令和５年１月１９日（木）から令和５年１月２３日（月）までの休日を除

く各午前１０時から午後４時まで。 

イ 受付方法  直接持参若しくはファクシミリで提出すること。 

ウ 受付場所  （２）のイに同じ。 

エ 回答予定日  令和５年１月２７日（金） 

オ 回答の閲覧方法 公社ＨＰ及び那賀浄化センターの掲示板に公表する。 

 

４ 入札等に関する事項 

（１）入札日時及び場所 

ア 入札日時 令和５年２月１４日（火）午後１時３０分 

イ 入札場所 和歌山県岩出市中島１１７０番地 

         那賀浄化センター会議室（２Ｆ） 

（２）入札書等の提出について 

入札説明書による 

（３）入札の無効について 

  本公告に示した入札参加資格要件を満たさない者及び入札参加資格の確認について虚偽の申

請を行った者のした入札並びに入札説明書に記載する無効な入札に該当する入札は、無効とす

る。 

（４）その他 

  その他については、入札説明書による。 

 

５ 開札等に関する事項 

（１）開札日時及び場所 

ア 開札日時 ４（１）のアに同じ 

イ 開札場所 ４（１）のイに同じ 

（２）落札者の決定方法 

   予定価格（消費税及び地方消費税の額を除く）の制限の範囲内で最低価格をもって有効な

入札をした者を落札者とする。 

 

６ 入札結果に関する事項 

（１）入札結果の公表予定 

    公表日 令和５年２月１５日（水） 

（２）公表方法 

入札結果の公表は、公社ＨＰに掲載するとともに、公社の那賀浄化センターの掲示板にお 

いて公表するものとする。 

 


